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【序論】Tris(8-hydroxyquinolinato) aluminium (Alq3)を暗条件下で真空蒸着すると、永久双極子が自発

的に配向し、膜表面に巨大な表面電位(GSP)が発生する[1]。これは永久双極子の自発的な配向に起因

しており、膜の表面と裏面にはそれぞれ正負の分極電荷（𝛿±）が形成される。分極電荷は電荷の注入
や発光効率といった OLEDの素子特性を左右するため、GSP の発現機構の解明は極めて重要である
[2]。従来から薄膜表面の分極電荷(𝛿")の極性は材料によって決まると考えられており、Alq3 の場合

は正であると報告されてきた。それに対し、以前の応用物理学会の講演では、Alq3 の𝛿"は負にも

なりうることを報告した[3]。本研究では𝛿"の極性の一度に成膜する膜厚(Δd)に対する依存性につい

てより詳細に議論する。 
【実験】成膜槽と測定槽が連結した評価システムを用い、高真空中で Alq3 極薄膜(Δd)の蒸着と

Kelvin Prove(KP)測定による表面電位測定を繰り返して𝛿を評価した。また表面電位は Alq3 が吸収

する波長の光を照射すると減衰するため[1]、成膜と測定は遮光下で行い、KP のプローブのアプロ

ーチは Alq3 が吸収しない波長の光(940nm)を照射しながら、暗視カメラを用いて行った。 
【結果・考察】Figure.1 (a)に Alq3 の表

面電位の膜厚依存性を示す。全体の

膜厚が 20nm~100nm の領域では、先

行研究同様に表面電位は増加した。

次 に 全 体 の 膜 厚 が 0~20nm と

100nm~120nm の領域では、先行研究

と異なり表面電位は減少した。この

結果は、Alq3 の𝛿"の極性は負である

ことを示している。下地によらず𝛿"
が反転したことから、𝛿"の極性はΔd
に依存している可能性がある。これ

を調べるために Figure.1 (a)を元に、

Δd に対する微小領域での電界強度

(ΔV/Δd)の依存性を調べた。その結

果を Figure.1 (b)に示す。1nm, 2nm などΔd が狭いほどΔV/Δd は負に大きく、膜厚が大きくなる

につれて上昇することがわかった。この結果は、Alq3 の𝛿"の極性がΔd に依存することを明確に示

しており、Δd を制御することで Alq3の配向制御を実現できることを示している。この成膜と中断を
繰り返す成膜方法を間欠蒸着法と呼び、本講演では Alq3 薄膜における分極極性反転のメカニズム、

およびΔV/Δd の蒸着速度依存性なども加えて議論する。 
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Fig. 1. (a) Surface Potential change of Alq3 film obtained 

by KP. (b) Correlation between Δd and ΔV/Δd 
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